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中国気象論文概要の紹介

日本気象学会国際学術交流委員会＊

　中国の気象関係の論文は主に気象学報，地球物理学報，気象通報およびscientia　sinicaに掲載され

ており，また中国科学院などの研究機関から論文集も出版されています．ここで紹介する論文の概要は，

一昨年8月北京で開催された北京シンポジウムに参加した小平，増田両学会員が交換文献として持ち帰

えられたものの一部です．近年中国の気象学の着実な発展は著しく，独自の特色ある研究が数多くなさ

れていることは，「天気」Vol．12，No．9に掲載された報告、1964年北京シソポジウムに参加して”

にも紹介され御承知のことと思います．

　中国の気象力学関係の研究については，その展望が前述の報告にもあり，今までに幾つかの文献の紹

介がありますので，ここでは主に力学関係を除いたものを紹介しました．しかしこの紹介も中国の研究

論文の部分的なものに過ぎませんし，今後この面で努力しなけれぽならないと考えていますが，丈献そ

の他について御希望，御意見があれば当委員会あて御連絡下さい．

　気象学報　第51巻第4期　1962年1月（304～318頁）

　作用中心の多年変化（大気活動中心的多年変化）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　王　紹　武

　1873年から1934年までの1月と7月における月平均海

面気圧図から主な作用中心の位置の緯度，経度がきめら

れる．10年の移動平均が計算され，同じ時の各気候変動

と比較されている．特に注意の払われているのは，太陽

活動の22年周期が大気循環の多年変化に出現しているこ

とである．基本的な結果は次のようになっている．

　1）作用中心毎の多年にわたる位置変化での，はっき

りとした相違が1月と7月に対して別個に存在してい

る．（Fig1～4（省略））

　2）　この変化は，明白な循環性をもっている．このう

ちで基本となっているのは22年，35年で，それから約一

世紀（80～go年）の周期もある．（Fig12～15（省略））

　3）いろんな土地における多年の大きな，はっきりし

た気候変動の現象は作用中心の多年にわたる位置変化

で，明確になしうる．この時（Fig5～11（省略））でわ

かるように，その経度変化は緯度変化に較べて少なから

ざる役割を演’じている．

　4）作用中心の変化と22年の太陽活動の周期との間に

密接な関係が解析して示される．特にこの関連は，太平

洋sectorにおける夏の最大照度とつながっている．従

＊日本訳について当舎万寿夫（気…象研究所），瀬下慶

　長（気象大学校），磯野良徳（気象庁予報部）が担

　当した．

1966年7月

って大体においてすくなくともこれらの地域には，大気

循環に作用する太陽活動の22年周期が存在する．

　気象学報　第52巻第1期　1962年5月（19～36頁）

　東亜における作用中心の多年変化と中国の気候変動

　（東亜大気活動中心的多年変化与我国的気候振動）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　王　紹　武

　東亜における作用中心の位置変化が，調べられてい

る．1873年から1934年までの月平均海面気圧図によっ

て，シベリア高気圧，アリューシュソ低気圧，1月にお

けるtroPical　cycloneの中心，太平洋高気圧とイソド

洋低気圧の7月における境界等が決定される．10年の移

動平均が計算され，ついで中国の気候変動と比較されて

いる．研究によって次のことがわかる．

　1）各々の作用中心は固有の多年変化を有し，互に関

連していない．これは相関係数の小さいことと，種々の

曲線になっていることによってわかる．（Fig1～4，table

1～2（省略））

　2）　作用中心の位置変化では35年周期がある．（Fig5

～6，　table3　（省略））

　3）　作用中心の位置の多年変化と中国の気候変動との

間に，密接な関係がある．これは曲線の平行性や（Fig

7～12，Fig16～19（省略））高い相関係数とそのregular

な地方別分布からわかる．（Fi913・Fi920・table13

（省略））

気象学報　第52巻第2期　1962年6月（119～128頁）
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　雲や雨滴からレーダー波の干渉性散乱を考慮したレー

ダー方程式（雲和雨的相干散射与雷達気象方程）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　李　其　環

　粒子間の群併合は，雨や勿論雲にも存在することが注

日されている．それで相互に依存する雲や雨滴からのレ

ーダー波の干渉性散乱の関係式を求めて新しいレーダー

方程式を導いた．この新しい方程式は干渉性散乱の特殊

形として，古い式を含んでいる．いくっかの例では，干

渉性散乱の効果は実に大きくて省略されないことがわか

った．

　気象学報　第55巻第1期　1963年2月（37～50頁）

　初期擾乱の特性がa4aptation　processに及ぼす影響

と観測した風の場の利用問題（擾動特性対大気適応過程

的影響和測風資料的使用問題）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾　慶　存

　barotropic大気におけるadaptationした丘eldを定

義するために多くの公式を出している．極限移行では，

この公式がbarotropic大気の場合に対応するようにな

る．しかもこの公式ではadaptationした丘eldとini－

tia1の擾乱特性（characteristicのhorizontal　scale　L

とvertical　structure）との関係が明示されている．

barotropicの場合やinitia1擾乱が高さで一様に，ある

いは対数則（高さで一様な温度場を課すことと，同等で

ある）により分布している場合には圧力場はadaptation

processに対するあるcharacteristicLoよりも小さい．

small　scale　Lの時と逆にL＞＞Loでの風のvortex場

に順応するのがわかる．一般にbaroclinicの場合では

ずっと複雑である．initia1の擾乱が大気の最下層で，

高度により著しく変化する場合，wind丘eldを圧力場に

極めて小さいLでさえ，順応させるのに都合よくなっ

ているのがわかった．求めた結論がいくつかのatmOS－

Pheric　Processの解析に用いられた．観測した風の

initia1盒eldによるQuasi－Geostrophic　Mode1の枠で

は，流れ函数のfieldをみるのが良いが適切な初期の観

測Heldによる等圧面高度の五eldでは良くないことがわ

かる．

　この研究は筆者が，ソ連科学アカデミー応用地球物理

研究所の1・A・キーベルの指導のもとにて1959～1960年

に行った修士過程の一部である．発表に当って少し手直

しをした．

気象学報　第35巻第1期　1963年2月（115～125頁）
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　大気折率変動によるレーダー波の散乱について（大気

折射率起伏対雷達波的散射）

　　　　　　　　　　　　　　　　李其探・呂達仁

　本文は大気屈折率の変動によるレーダー波の散乱を研

究したもので，その主な結果は次のとおりである．

　1．強い大気屈折率変動のある場合は，その変動にも

とづく後方散乱放射の電力にはレーダーの最低検出電力

をしのぎ，気象学的「ange1」波と同じ大きさである．

　屈折率変動による散乱は気象学的「angel」波の発生

機構に重要な手掛りになることを他の証拠によって示し

た．

　2．屈折率変動をもった媒体中を伝播する波の大きさ

を表わす式はその媒体中を伝播する距離の関数として導

かれる．一般には散乱効果は波の大きさに影響しないが

レーダーの波巾と同様屈折率の長さのスケールが非常に

小さいとき波巾を拡げる原因になり得ることがわかっ

た．

　気象学報　第35巻第2期　1965年5月（163～174頁）

　　　　　　　　　第3期1963年8月（281～289頁）

　大気運動のadaptation　processとevol皿tion　pro－

cess　（1）物理的分折とlinear理論　（2）非線形問題

（大気中的適応過程和発展過程　（1）物理分折和線性理

論　（2）非線性問題）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾　慶　存

　adaptation　processとevolution　processは二つの基

本的な大気運動のprocessである．大気運動の丘eldは

一般にいってgeostrophicな平衡となっているが，同時

にあるきまった方面にも，ゆっくりと変化している．し

かしevolution　processは，丁度geostrophic平衡の連

続的破壊のときに存在している．（完全なgeostrohic平

衡では，大気運動が定常となっている）．　これは地衡性

の連続破壊と同時に，内部のadaptation　mechanismが

存在していることをのべている．今までadaptation

processは1ineartheoryでしらべられ，ここでadap－

tationのprocessが求められる．しかしevolution

pocessは除外されている（丘eldは定常にtendする）．

だがevolution　processは無視されている．明らかに，

この内部的なmechanismを完全に説明するには，運動

熱力方程式のnonlinearな完備方程式を用いなければな

らない．完備方程式によつて，大気運動のquasi－geost－

rophic性も明らかにされうる。即ちgeostrophicpart

を主なる部分として一般解から分離しうる．1arge　scale

織天気”13．7．



中国気象論文概要の紹介

のquasi－solenoidalquasi－geostrophicpartとageost－

rophic　partの相互作用をもしらべうるし，ついで簡単

なmode1の適用範囲を決定しうる．

　本文は上記poceSSの取り扱いとなっている．これは

次の9つのparagraphにわかれている．

　§1，1ntroduction，§2，adaptotionprocessとevo－

1ution　P「ocessの区分，§3，adaptation　processと

evolution　processの発生する物理的原因，§4，原式を

微積分方程式に変換，§5，1inearな場合で運動のge－

ostrophicにadaptationするprocess，§6，一般の

nonlinearな場合におけるadaPtation　Processとevo－

1utionprocess，evolutionprocessのquasi－geostrophic

性，§7，“一般化したadoPtation　Process，と一般化し

たquasi－geostrophic”の関係，§8，ageostroP互ic　mo－

tionの発生mechanismと“meteorological　noize”，

§9，ageostrophlcpartが1argescaleのquasi・sole－

noidal　motion，evolutionに及ぽす影響．§6～§9は本

文の（二）に収められ，次号に発表される．

　この研究は著者が，ソ連科学アカデミー応用地球物理

研究所で，ソ連科学アカデミー準会員A．1．キーベルの

指導で1959年～1960年に行った修士過程の一部である．

発表に当って若干の削除と補充を行った．

　気象学報　第55巻第5期　1963年8月（382～391頁）

　乱層雲の人工増雨の可能性（一）　（雨層云人工増雨的

可能性（一）

　　　　　　　　　　　　　　　　趙柏林・丁栄良

　本文は乱流の拡散作用の雲層中での氷から水への転化

する影響について研究した．この結果，雲層を閉じた系

として処理することは適当でないことが明らかになっ

た．実際の雲層中の降水（効）率は1よりも小さいの

で，閉じた系として実際の降水予報を行うと誤差が大き

くなる．雲層中で継続的に最大降水率を持続するには氷

晶は一定のある濃度を持たねばならぬが，これは自然現

象のもっ氷核の濃度より遥かに大きい．従って雲の中に

一定量の氷の結晶を入れて降水率をあげることは合理的

である。雲層中で安定した氷晶の新陳代謝を維持するた

めには，雲の中に継続して一定量の氷核物質を散布する

ことが必要で，オープソシステムの最も効率の良い撤布

量はク・一スドシステムの3倍以上になる．この観点か

ら雲のオープンシステムの特性には注目する必要がある

と云えよう．
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　大気運動のeharac亡eristic　parametersと流体熱力

學方程式（大気運動的特征参数和動力学方程）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾　慶　存

　大気運動の動熱力方程式が相似理論と次元論の方法で

解析されている．いろんな大気mode1での関係と相違

やその使用限度が出されている．準静的に考慮し圧力傾

度のforceやCoriolis　forceが同じOrderの量になっ

ている場合において摩さつのない断熱運動を扱い，外部

factorsとしてのcharacteristic　time　scale　lδ1（Cor二一

〇1isparameterloできまる），characteristic　velocity

scale　Co（大気の成層と平均温度できまる），characte－

ristic　horizental　scale　LoニCo　lδ1で定義される3つの

characteristic　scaleを決定しうる．これらのscaleと

対応する大気運動のcharacteristic　scaleとの比である

とε＝1／lo7＝μ＝Lo／L，1嘘1ニCo／’V（或はλニ1臨μ）

は運動特性や発達processの特色をきめる3つの基本

parameterになっている．0（ε）〈〈0（1）なる場合には

方程式でorder1なる項だけとなり運動はquasi－geos－

trophic或はquasi－stationaryとなる．発達のprocess

は“quasi－geostrophic　mode1とかかれる．0（ε2）＜＜0（1〉

ではorder　O（ε2）の項が除かれ“quasi一平衡mode1”

がえられる．この場合，風の平面発散はorderでは

vortexより小，さくならないけれども“balance方程式’》

がやはり有力となる．だからこのmode1は・・quasi一・

solenoida1”ともいいうる．終りに0（ε2）≧0（1）では，

方程式の簡単化が出来なくなる．“完全mode1”がえら

れる．これによって時間の階差方程式では，一っのuni一・

versa1方式が出されanalysisや比較に役立っ．いろん

なmode1が方程式で異なる係数値に対応してくるsma11、

parameterによる分解法の近似性が考えられている．中

間scaleのprocessに対する方程式が特に扱われてい・

る．圧力の飛躍的変化は，脇＝’V／Co＜＜1なる場合にも，

存在しうる．

　気象学報　第55巻第4期　1965年11月（411～420頁〉

　氷あられの成長機構について（関干氷電成長的机制）

　　　　　　　　　　　　　　　　趙柏林・齢凡柄

　本文は上昇流および水蒸気量の分布を高さの変数とし

た場合の積雲中での氷あられの成長機構を論’じ，あわぜ

てこの種の非均一的な分布型を考慮することの必要性を

論証した．そして雲中の上昇流の速度および含水量の分

布から簡単な氷あられの予報則を導いた．

気象学報　第55巻第4期　1963年11月（472～483頁）

1966年7月 29
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　気象学報　第55巻第4期　1962年11月（449～458頁）

　対流雲中の気流に及ぼす降水粒子の抵抗効果について

（論去中水滴対気流施帯的動力効果）

　　　　　　　　　　　　　　　　巣紀平・胡摩興

　本文は対流雲中の気流に及ぽす降水粒子の抵抗効果を

砂粒の輸送理論を応用して調べたもので，　1）ここで示

した空気の下降速度は妥当な下降流で，　2）降水は俄雨

の特性をもっことがわかった．

　気象学報　第54巻第1期　1964年2月（87～93頁）

　氷晶の生成機構と氷球の蒸発（氷晶生成的机制和干氷

球的蒸発）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　趙　柏　林

　本文は水を含まない氷球附近の氷晶発生機構と，氷球

の過冷却した雲の中における蒸発過程の研究について論

じたものである．実験の結果と比較して一致した結論を

得た．

　気象学報　第34巻第1期　1964年2月（122～125頁）

　雲中の降水分布不対称が積雲の移動におよぼす影響に

ついて（云中降水分布不対称性対個体積雲移動的影響）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　陳　瑞　栄

　移動積雲内の水滴運動が理論的に扱われ流れ函数と降

雨強度との関係が求められる．これの数値計算によって

積雲内の流れ場がだされている．

　地球物理学報　第11巻第2期　1962年12月（124～135

頁）

　G6tzの逆転効果における13112Aの有効散乱高度

（上昇の跳躍と逆転法Bの不唯一性）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　魏　鼎　文

　本文では，地上に到達する単色の天頂光線強度の波長

3112Aの有効散乱高度hEの上昇過程を論ずる．hEの

上昇は鉛直方向に連続的でなく跳躍することを示してい

る．この跳躍を根拠にして著者は96tyの逆転効果によ

るオゾソの鉛直分布を計算するのに，オゾソ圏下部を計

算した結果，大気区分が大きすぎると唯一の鉛直分布に

ならない．実際にはある一つの観測したオゾソの逆転曲

線に対して，1957年にRamanathanとDaveが示した

逆転法Bによる計算では実質的に種々異った鉛直分布が

求められることを論証した．それで，大気中のオゾンの

正確な鉛直分布はB方法から求められない．

SCIENTIA　SINICA　Vol．×11　No．5，1965．
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　Radar　Eq皿ation　by　Taking　into　Consi“eration

the　Coherent　Sca“ering　of　Radar　Waves　from

Cloud　and　Raindrop8，Lee　Chi－chen（group重ng　asso－

ciation）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　李　其　環

　粒子間の群結合が雨の時と同様に雲の中でも存在する

事実に注目する必要がある．互に関連した雲或は雨滴か

らのレーダー波の干渉散乱を評価し，新しいレーダー方

程式を導いた．古いレーダー方程式は非干渉散乱の場合

の特別な形として含まれている．ある種の場合の干渉散

乱の効果は，決して小さくなく無視出来ないことがわか

った．

　SCIENTIA　SINICA　VOl．×11　No．7，1963．

　The　non・uniqueness　of　the　Solution　for　the　Ve－

rtical　distribution　of　ozone　from　the　Calculation

by　tke　Umkehr　method　B　　Wei　Ding－wen

　　　　　　　　　　　　　　　　　　魏　鼎　文

　1957年にRamanathanとDaveによって出された反

転観測法（umkehr　method）Bは，大気オゾソの垂直分

布の測定に関する一般的な方法の一一つである1．この論文

ではこの方法を議論した．幾つかの実質的に異ったオゾ

ソの垂直分布が，二つの観測のumkehr曲線について，

方法Bによる計算から得られることを強調したい．

　中国科学院地球物理研究所（科学出版社　1963年）

　中国の夏におけるsubtropicalの天気系についてのい

くつかの問題の研究（中国夏季副熱帯天気系統若干問題

的研究）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　陶詩言他

　中国の亜熱帯大気系統で3つの問題一台風，暴風，

Subropicalhigh一の研究になっている．7篇の論文が

収められている．

　台風については，西太平洋の台風とcirculationの関

係が論ぜられ，影響ある沿岸地域の台風径路が分折さ

れ，台風径路と海水温度や1000～500mbのthickness

との関係をしらべている．暴風では揚子江中上流におけ

る暴風予報の問題，湖北省東部における大雨の例を分

折している．subtroPicalhighでは東亜の夏における

subtropical　highの活動で，気候学と天気学の特色が

分折され，中国大陸のsubtropical　highで北進するも

のの構造と機構が分折してある．台風，豪雨とsubto－

ropical　highの活動は，中国の夏における天気予報で重

要な問題となっている．

、天気”13．7．
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　　　　　　　　　　内　容

緒言

西太平洋と台風活動頻度とgeneral　circulationとの

関係　　　　　　　　　　　　　　陶詩言，董克勤

中国沿海地区の台風径路　　　　陶詩言，章名立

東亜の台風経路と海水温度および1000－500mb　thi－

cknessとの関係　　　　陶詩言，章名立，呂玉芳

揚子江中上流の豪雨予報　　　　陶詩言，他

1959年6月8日～9日　湖北省東部の大豪雨分析

　　　　　　　　　　　　　　張錫福，王作述

夏の中国大陸および近海面のSubtropicalhighの活

動のsynopticな研究陶詩言，朱福康，呉天棋

夏の中国大陸にあるsubtropical　highの北進構造と

mechanismの研究　　　　　　盟章，活菊芳

　中国科學院地球物理研究所（科学出版社　1964年）

　成層圏の循環と太陽活動が循環に及ぼす影響の研究

　（平流層大気杯流及太陀活動対大気杯流影響的研究）

　　　　　　　　　　　　　　　　陶詩言　揚鑑初

　3つの部分にわかれていて10篇の論文が収められてい

る．第一部は成層圏と対流圏のcirculationによる相互

関係が論ぜられている．

　第二部は3篇の論文で天気学の研究になっている．こ

れには成層圏の中，下部のcirculationで季節変化や成

層圏と対流圏の相互作用の天気学的分折になっている．
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　第三部には5篇の論文があって太陽輻射が成層圏と対

流圏に及ぼす影響の統計的相関の研究になっている．

　　　　　　　　　　　内　容

　諸言

　1　成層圏と対流圏でcirculationの相互作用

　　　　　　　　　　　　孫淑清，陳隆勲，叶篤正

　　　非地衡モデルで各種scaleの大気波動，垂直伝ぱ

　　　ん　　　　　　　　　　　陳隆勲

皿

皿

北半球成層圏中，下部におけるcircalationの季

節変化　　　　　　　　　　陶詩言

冬期，高緯度における成層圏と対流圏のcircula－

tion的関係で一つの実例　　陳隆勲，陶詩言

1958年1月下旬の成層圏における爆発的昇温で25

mb面と500mb面の変化　陶詩言，朱福康

太陽活動が冬の成層圏中部の温度に及ぽす影響

　　　　　　　　　　　　　揚鑑初，林学椿

成層圏の突然昇温と太陽輻射との関係

　　　　　　　　　　　　　林学椿

太陽活動が対流圏中部のcirculationに及ぽす影

響　　　　　　　　　　　陳烈庭

冬の太陽活動がアジアの500mb高度場に及ぽす

影響　　　　　　　　　　王換徳

太陽活動と北半球700mb高度との分析

　　　　　　　　　　　　　揚鑑初

特許法第50条の規定による特許庁

長官が指定する学術団体について

　特許になる発明は，新規でなければならない（特許法

第29条）が，発明の新規性の喪失に例外が認められてい

る．すなわち日本気象学会は，特許法第30条の“特許庁

長官が指定する学術団体”に指定されている（天気，

1962年，9巻1号）．したがって特許を受ける権利を有

する者（発明者）Aが日本気象学会が開催する研究集会．

（大会，月例会，地図の研究会）において文書（講演予

稿集，パソフレット，紙片，スライドなど）をもって発

表するとその技術内容は新規性がなくなるが，研究発表

の日から6ヵ月以内にAが特許出願したときは，なお新

規性があるとみなされ，Aは特許を受ける権利がある．

しかしその技術内容は，Aの研究発表した日に，公然知

られた発明となりA以外の者は特許を受けることができ

ない．

1965年7月

　新規性についての例外規定は，先願の例外または出願

，日の特例でない．たとえばAが5月10日に学会発表し，

それから6ヵ月以内の10月1日に特許出願したとすれ

ば，その出願が5月10日に出願したものとして取扱いを

受けるわけではない，したがって特許を受けようとする

者は，日本気象学会主催の研究集会に文書で発表すると

同時，あるいはできるだけすみやかに特許出願の手続き

をすることが望ましい．なお特許出願の様式，手続きに

ついては，気象庁観測部測器課に間合せられたい．

　さらに毎月定例で開催している測器専門委員会で，技

術内容を測器技術資料として発表すれば，r特許出願前

に日本国内又は外国において領布された刊行物に記載さ

れた発明（特許法第29条）」となり，それは公知のもの

となり，同一の技術内容の発明は，特許を受けることが

できない．なお測器専門委員会は，日本気象学会の研究

集会でないので，この場合は上述の新規性の例外規定は

認められない．　　　　　　　　　（気象庁測器課）
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